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第１章 

ここが役立つ！ 本書の特長 

 

本書は， 

①プロが本試験を分析
．．

した結果に基づいて，予想
．．

した問題を掲載 

②選び抜かれた良問を解くことで，効率良く合格を目指すことができる 

問題集です。 

 

本書のいたるところに，学習者のみなさんが効率良く学習を進められるような

工夫を散りばめました。その一部をご紹介します。詳細は，各部・章をご覧くだ

さい。 

 

 

1. 合格へのアプローチ 合格に近づくための事前準備 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

本書を活用した学習の進め方 

標準的な学習メニューに加え，ケ
ース別の学習メニューも提案して
います。 

5W1H で見る 試験概要

試験概要のうち，学習者にとって
必要な情報を 5W1H の切り口で
紹介しています。 

プロはこう見る！ 試験分析 

過去の本試験を徹底的に分析し，
“なぜ本書の問題を解けば合格に
近づくことができるのか”を説明
しています。 
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合格へのアプローチ 

2. 午前問題の対策 
午前出題の 6 割を占める 

過去問題を頻出順に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

繰返し学習に役立つ“Check ボックス”

解いた問題にチェックを付けな
がら進めることで，後でどの問題
を復習すればよいかの目安にも
なります。 

解答解説

分野の出題割合 

各分野の扉の円グラフは，午前
問題におけるその分野の出題率
を示しています。 

解答解説は章末に掲載 

問題を解いたら，章末の解答・解
説で理解を深めましょう。 

頻出度を表す“ココ出るマーク”

マークの数で，どの問題がよく出
題されるのかがひと目で分かり
ます。 
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午前掲載問題＆解答一覧 

章末には，掲載問題の難易度・区
分・内容・解答・出題回数を一覧
で掲載しています。 
自身の苦手な問題の傾向を分析
するのに使えます。 

理解度 Check 

章末の振り返りとして，理解度を
確認します。理解度 Check の問
題は，章内で解いてきた問題と対
応しているので，復習に最適です。
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合格へのアプローチ 

３．午後問題の対策 
各テーマの定番問題・ 

演習問題で実力アップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題

午後問題のテーマ 

午後問題の出題テーマが分かり
ます。どんなテーマが出題される
か大枠で理解しましょう。 

テーマ別の傾向と分析 

午後問題の出題テーマと，そ
の中から重点的に出題され
るテーマが分かります。 

解答目安時間

解答の目安時間を
設定しています。

問題：トレーニング 1 

定番問題で解き方のコツを
身に付けます。 

問題：トレーニング 2

テーマに合った良問の演習問題で，合格力をアップさせます。
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解答解説 

アイコン 

トレーニング 1 の解説には，次のアイコンで，より詳しく説明をしています。 

MY カルテ 

章末の MY カルテ
に，解答時間，得点，
チェックポイント
などを記録してお
けば，後からの復習
に役立ちます。 

追加で知っておくと
役立つ知識 

設問で問われている
出題テーマ 

配点表 

配点表（本試験
問題については，
アイテックの予
想配点）を活用
すれば，自分の
実力を把握でき
ます。 

学習者から出やすい
質問への回答 
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午前 第２部 コンピュータシステム 

 

 

午
前

 

第１部 

第２部 

第３部 

第４部 

第５部 

第６部 

第７部 

第 8 部 

第９部 

第１章 

コンピュータ構成要素 

 

Check     

Q1 プロセッサの平均命令実行時間  

50MIPS のプロセッサの平均命令実行時間は幾らか。 

(H27 秋-FE 問 9) 

ア 20 ナノ秒  イ 50 ナノ秒 

ウ 2 マイクロ秒  エ 5 マイクロ秒 

 

 

Check     

Q2 メモリインタリーブの説明  

メモリインタリーブの説明として，適切なものはどれか。 

(H21 秋-FE 

問 10) 

ア CPU から主記憶へのアクセスを高速化するために，キャッシュメモリと主

記憶との両方に同時にデータを書き込む。 

イ CPU から主記憶へのアクセスを高速化するために，主記憶内部を複数のバ

ンクに分割し，各バンクを並列にアクセスする。 

ウ CPU と主記憶のアクセス速度の違いによるボトルネックを解消するため

に，高速かつ小容量のメモリを配置する。 

エ パイプライン処理を乱す要因をなくすために，キャッシュメモリを命令用

とデータ用の二つに分離する。 

 

 

レ レ レ

ココ 
出る 

ココ 
出る 

ココ 
出る 

レ レ レ

ココ 
出る 

ココ 
出る 

ココ 
出る 
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午前 第２部 コンピュータシステム 

 

 

午
前

 

第１部 

第２部 

第３部 

第４部 

第５部 

第６部 

第７部 

第 8 部 

第９部 

 

 

A1 ア  

MIPS（Million Instructions Per Second）は，プロセッサが 1 秒間に実行する命令

の百万単位の数値である。「50MIPS のプロセッサ」ということは，1 秒間に，50×

1,000,000＝50,000,000 命令実行できるということである。 

したがって，1 命令の実行時間は， 

 1(秒)÷50,000,000＝1,000(ミリ秒)÷50,000,000 

 ＝1,000,000(マイクロ秒)÷50,000,000 

 ＝1,000,000,000(ナノ秒)÷50,000,000 

 ＝20(ナノ秒) 

となる。したがって，（ア）が正解である。 

 

 

A2 イ  

メモリインタリーブは主記憶へのアクセスを高速化するための技法である。主記憶

内部を独立して動作する複数のバンクと呼ばれる区画に分割し，図のように隣り合う

アドレスを別のバンクに配置するようにして，並列アクセスによる高速化を実現して

いる。したがって，（イ）が適切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア：CPU がキャッシュメモリにデータを書き込む際に，主記憶にも同時に書き込む方

式をライトスルー方式という。ライトスルー方式では，キャッシュメモリと主記憶

の内容は常に一致するが，キャッシュメモリへの書込みが発生する都度，主記憶へ

も書込みを行うため，書込み時の処理速度は低下する。 

ウ：キャッシュメモリの目的に関する記述である。 

エ：命令を書き換えることができない CPU アーキテクチャの場合，命令キャッシュ

とデータキャッシュを分離すると命令キャッシュは書込み動作が不要なので，全体

解答解説 

 処理装置（CPU） 

      

主記憶装置 0 番地  1 番地 2 番地 3 番地 

 4 番地  5 番地 6 番地 7 番地 

 ：  ： ： ： 

 バンク 1  バンク 2 バンク 3 バンク 4 
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第１章 

ハードウェア 
 

トレーニング１：定番問題で解き方の理解をしよう  15 分 

LED による 8 進数表示回路に関する次の記述を読んで，設問 1，2 に答えよ。 

(810549) 

7 セグメント LED は，図 1 のように配置された p～v の 7 個の表示部（セグメ

ント）から構成される表示装置である。各セグメントの点灯及び消灯は，独立し

て制御することができる。図 1 のように，7 個のセグメント（p～v）の点灯状態

によって，1 けたの 8 進数（0～7 の中の一つの数）を表示することができる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 1 7 セグメント LED による 8 進数の表示内容 

 

1 けたの 8 進数を表示するためにどのセグメントを点灯させるかを決める回路

として，8 進数デコーダが用意されている。8 進数デコーダへの入力は，2 進数 3

ビットの変数 A，B，C（A が上位ビット）で与えられ，その出力は各セグメント

に対する点灯／消灯の指示となっている。8 進数デコーダの内容を図 2 に示す。 

 

 

 

 

 
 

図 2 8 進数デコーダの入力／出力内容 
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 解説  トレーニング１：LED による 8 進数表示回路 
(810549) 

■公 10AFEP1 

【解答】 
［設問１］ a－カ，b－キ，c－イ，d－オ 

［設問２］ e－カ，f－イ，g－エ，h－ウ，i－エ，j－ア 

【配点】 
［設問１］ (a)～(d)：1 点×4 

［設問２］ (e)～(h)：1 点×4，(i)，(j)：2 点×2 

【解説】 
LED による 8 進数表示回路に関する問題である。LED（Light Emitting Diode）は，

ダイオードの順方向に電流を流すと光を発する半導体素子であるが，赤，青，緑の光

の三原色が揃っているため，フルカラーの表示装置や照明，光ディスク装置のヘッド

などの用途が拡大している。本問は，LED 自体の特別な知識は必要なく，テーマとし

ては問題文の理解と論理演算の力量を問うものである。問題文を正確に理解し，内容

を把握すれば，自然と解答が得られるはずであるが，論理式の簡単化においては論理

演算の基本公式の活用が必要である。問題文に簡単化の例が示されているので，その

活用方法を理解し，解答に結び付けられたかどうかが解決のポイントであるが，理解

に苦しむようなら真理値表で解いてもよい。 
 

 

 

    ビット値と表示状態の引っ掛けがないか注意 

消灯と点灯は，0 か 1 かという 2 進数の 1 桁と対応付けれらるので，仕組みと

しては単純なものですが，値と状態の対応については注意しましょう。今回の問題では 0

が消灯，1 が点灯であるため，あまり深く考える必要はありませんでしたが，0 が点灯，1

が消灯という対応付けの問題が出ることも想定されるため，単純な部分こそ，引っ掛けが

潜んでいないか確認する必要があります。 

   

 

［設問１］    出題テーマ LED の各セグメント点灯に対応するビットパターン 

・空欄 a～d：図 1 に示されている LED の表示内容を理解する必要がある。ディジタ

ルな数字の表示をイメージすればよいので，数字と表示内容の対応付けは理解

できる。あとはセグメントの箇所を表す p～v の位置に留意して，真理値表を

完成すればよい。この真理値表を間違えてしまうと，後の設問内容に影響する

のでミスをしないよう注意する。 

注目！ 

解答解説 
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表１ FE 午後試験テーマ別出題分析表（H21 春～H28 春） 

設問
番号 出題分野 出題テーマ 

出題
回数

出題
率

（％）

年度
H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春
 

秋
 

春
 

秋
 

春
 

必須 
問 1 

情報セキュリティ 

① 情報セキュリティポリシ 0 0 

② 情報セキュリティマネジメント 2 17 ○ ○ 

③ データベースセキュリティ 1 8 ○

④ ネットワークセキュリティ 2 17 ○ ○ 

⑤ アプリケーションセキュリティ 0 0 

⑥ 物理的セキュリティ 0 0 

⑦ アクセス管理 1 8 ○

⑧ 暗号 1 8 ○

⑨ 認証 2 17 ○ ○

⑩ マルウェア対策（コンピュータ
ウイルス，ボット，スパイウェア ほか） 0 0 

⑪ 不正アクセス対策 3 25 ○ ○ ○ 

⑫ 個人情報保護 0 0 

選択 
問2～
問 4 

ハードウェア 

① 数値・文字・画像・音声の表現 5 45 ○ ○ ○ ○ ○ 

② 処理装置 3 27 ○ ○ ○ 

③ 記憶装置と媒体 1 9 ○

④ 入出力装置 0 0 

⑤ 命令実行方式，アドレス方式 2 18 ○ ○ 

⑥ システム構成 0 0 

⑦  その他 1 9 ○

ソフトウェア 

① OS 5 56 ○ ○ ○ ○ ○ 

② ミドルウェア 1 11 ○ 

③ ファイルシステム 0 0 

④ 開発ツール（言語処理ツールほか） 3 33 ○ ○ ○ 

⑤ オープンソースソフトウェア 0 0 

⑥  その他 1 11 ○

データベース 

① データベースの種類と特徴 0 0 

② データモデル 0 0 

③ 正規化 0 0 

④ DBMS 1 8 ○

⑤ データベース言語（SQL） 4 33 ○ ○ ○ ○

⑥ ①⑤複合問題 1 8 ○

⑦ ②⑤複合問題 2 17 ○ ○ 

⑧ ③⑤複合問題 3 25 ○ ○ ○ 

⑨ ②③⑤複合問題 3 25 ○ ○ ○ 

ネットワーク 

① ネットワーク構成 0 0 

② インターネット/イントラネット
プロトコル（IP, ICMP, DNS ほか） 3 30 ○ ○ ○ 

④ アプリケーション層プロトコル
   （HTTP, SMTP, POP ほか） 3 30 ○ ○ ○ 

⑤ データ通信 4 40 ○ ○ ○ ○ 

⑥ 伝送制御 2 20 ○ ○ 
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